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卒業式 

厳しい寒さの中にも、これまでのような突き刺す冷たい風は少なくなり、日に日に過

ごしやすい日が増えてきています。春の訪れを感じるこの頃です。 

鹿本中学校では卒業式が行われます。本日は、あいにく午前中は雨となりましたが、

午後には天気が回復するとの予報です。みなさんの門出を祝う、良い天気で見送れるこ

とを願っています。 

今年度、難聴学級に通級していた生徒は４名、全員３年生でした。そのため、しばらくの間、本校に通う難聴

学級の生徒はいなくなります。しかし、来年度も４月から新入生として、本校への通級を希望している生徒がお

り、難聴学級は引き続き継続します。 

本日卒業されるみなさん、ご卒業おめでとうございます。これまでの頑張りを胸に、新しい環境でも自分らし

く歩んでいってください。機会があれば、ぜひ難聴学級に顔を見せに来てください。成長したみなさんに再会で

きることを楽しみにしています。みなさんの高校生活が実り多いものとなることを願っています。 
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3 年間を振り返って 

通級生全員に、これまでの難聴学級での学びを振り返り、作文を書いてもらいました。中学校生活の中で経験

してきたさまざまな出来事や思いが、一人ひとりの言葉で表現されており、読みながら胸が温かくなりました。 

みなさんと初めて出会った頃のことを思い出します。緊張のあまり、思うように言葉にできなかったあの頃か

ら、今では自分の思いや考えをしっかりと伝えられるようになりました。今回はその成長を改めて実感する機会

となりました。ここに、作文の一部を紹介いたします。 

 

私にとって、通級してよかったと思ったことがあります。国語の授業で用言の活用について相談し、そのつ 

ど復習を行えたことです。高校では難聴学級がなくなりますが、今後は自分で悩みこむ前に友達に分からな 

いこと、忘れてしまったことを聞きます。 Iさん 

 

難聴学級の国語の要約筆記が助かりました。授業中の班での話し合い活動では、みんながそれぞれ話してい 

るので、特定の人の声の聞き取りが難しいです。この場面で要約筆記があれば、先生の言っている内容を文 

字で送信してもらえるので、先生の話を確認し、次の指示に従うことが出来ました。 Nさん 

 

難聴を持つ人と普段関わることは少ないため、夏休みに同じ難聴を持つ人どうしで集まって、交流する機会 

があってよかったです。また、先生と話して自分が知らないことを知ったり、時には相談相手になってもら 

えることが心強かったです。 Iさん 

 

難聴学級で7都立高校入試の際の特別措置申請や、ESAT-Jの特別措置申請をお手伝いしていただき、助かり 

ました。自分が通っている中学校でも定期考査などでも様々な配慮をしてくれて、安心して各試験を受ける 

ことができました。 Tさん 

 

中学校生活、色々なことがありました。少しでも難聴学級がみなさんの日々の生活の助けになっていたことを

願っています。 


